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第二章では具体的な報道の分析として、2003 年に発生した SARS 事件を取り上げた。この
事件以前にあった「報喜不報憂」（望ましいことを報道し、望ましくないことは報道しない）
という突発事件報道上の不文律が、事件によって変容する過程を、同年 4 月 1 日から 4 月
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